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あらまし：本稿では，複数のコンピュータ学習支援者（CLS）が，学習者やグループが活動する学習場の

形成や学習意欲の向上支援も含めて，CLS 間の教育的かつ協調的な指導・支援に焦点をあて，その協調

的学習支援の構造をモデル化して，複数の CLS が協調的に学習支援できるフレームワーク（協調的学習

支援フレームワーク）を提案し，そのフレームワークの構造，機能と仕組みについて述べる． 

キーワード：協調的学習支援，複数のコンピュータ学習支援者，インタラクションパターン 

 

 

1. はじめに 

人間の学習活動では，単に知識やスキル，問題解

決の方法を暗記的に獲得するだけではなく，他者と

のインタラクションによって，知識やスキルを定着

させ，問題解決の理解を深めていくプロセスも重要

である．実世界の学校や社会における教育・学習場

面では，「複数の仲間と一緒に学ぶ」，「複数の教員や

専門家から異なった見方や考え方の教示を通して学

びを深める」，あるいは，「担任教員から叱咤され学

年主任から励まされる」などという，他者とのイン

タラクションによる協調学習や，複数の教員や専門

家からの効果的な協調的指導・学習支援がごく自然

に行われている． 

近年の ICT技術の進歩によって，学習支援システ

ムにおいて学習者がインタラクションする他者とし

て，実世界の人間教授者や学習者だけでなく，シス

テムや仮想環境，現実環境も含まれるようになって

いる．そこでは，複数の他者とインタラクションを

行う学習場の提供や，複数の他者とのインタラクシ

ョンによる学習支援を行うなど様々なタイプの学習

支援システムが提案されてきている（1,2）． 

しかし，複数の他者とのインタラクションから効

果的な学習や学習支援を提供することを目指す立場

から考えれば，ある学習支援機能を有した個々のシ

ステムとして提案・開発されるだけでは不十分であ

り，学習者が単独であるいはグループで存在する学

習支援システムにおいて，複数のコンピュータ学習

支援者（学習支援エージェント，Computer Learning 

Supporter [CLS]）に

よる有用な協調的

指導や学習支援が

整理され，協調的学

習支援のためのイ

ンタラクションモ

デルやそのモデル

を実行するメカニ

ズムが提案される

ことが必要である

と思われる． 

そこで本研究で

は，学習者の知識・

スキル獲得活動，思

考活動や学習者間

の 相 互 作 用 を 誘

発・活性化するため

に，それらの活動を

支援する CLS によ

る協調的学習支援図 1 協調的学習支援フレームワーク 

— 227 —

G4-2



を実現するためのフレームワークと協調的学習支援

手法，さらに学習支援環境の構成方法を提案するこ

とを目的とする（3）．特に，学習支援において有効な

協調指導・支援（協調的学習支援）について，協調

指導・支援に関する知識とその運用知識を整理して，

それらの知識を利用して協調指導・支援を実現する

メカニズムを提案し，複数の教え手が存在する利点

をいかした効果的な学習支援の実現を目指している． 

本稿では，はじめに複数の CLSによる協調的学習

支援によって期待できる学習支援効果について説明

する．そして，協調的学習支援フレームワークの概

要と基本動作フローを述べる． 

 

2. 複数の CLSが学習支援に関わる利点 

学習支援システムにおいて，複数の CLSが関わる

ことについては，次のような利点が考えられ，単一

の CLS 以上の学習支援効果を期待できる可能性が

あると考えられる．  

 学習者の課題解決や知識獲得に対する補充

的・深化的な理解 

 課題解決や知識獲得に対する多面的な理解 

 学習者の学習意欲の向上 

 学習者による観察学習 

複数の CLS が関わる学習形態や学習機会によっ

て，協調的学習支援は効果的な学習支援になりうる

可能性を有している．したがって，学習支援目標の

明確化や学習形態の工夫等も考慮して協調的学習支

援の構成要素を抽出してモデル化し，そこで必要と

なる機能とそれを実現するメカニズムを検討するこ

とが必要である． 

 

3. 協調的学習支援フレームワークの概要 

本研究で重要なことは，学習支援プロセスにおい

て，CLSと学習者間のインタラクションや CLS間の

協調的かつ教育的な関わりをいかに柔軟性あるフレ

ームワークとして実現できるかである． 

そこで，学習支援プロセスのなかで，学習目標や

活動目的を達成するための一連の発話（学習活動行

為や学習支援行為）のやりとりを「セッション」と

定義し，学習支援展開のセッションとして成り立つ

学習や活動のまとまり５つ（「問題解決」、「活動」、

「質問」、「発問」、「説明」）を学習活動行為と学習支

援行為をノードとする遷移図で表現し，これを「学

習支援展開に関するインタラクションパターン（学

習支援展開 IntP）」とした．また，協調的学習支援の

５つの形態（確認補充型，促進深化型，多岐多面型，

演示型，学習意欲誘導型）に対応して，学習支援目

標及び学習者の理解状態，学習状況，心的特性状態

を踏まえて進む CLS(A):mt（主支援者）と CLS(B):at

（サブ支援者）のインタラクションを「協調的学習

支援形態に対応したインタラクションパターン（協

調指導・支援 IntP）」とした．そして，学習支援展開

IntPに協調指導・支援 IntPを組み入れ，ある状態に

おいて学習支援行為が任意に実施でき，学習活動行

為が生起しなかった場合の処理を実行できる記述形

式を準備して，それを協調的学習支援パターン

（CLSPattern）とした．協調的学習支援フレームワ

ークは，この CLSPatternを学習支援プランとして作

成するフェーズとそれを利用して学習支援を実行す

るフェーズから構成されている（図 1参照）． 

学習者支援プラン作成フェーズでは，セッション

長となるプランマスターCLS（pm CLS）が２つのフ

ェーズの責任者となる．pm CLS のもとで，各 CLS

が学習者やグループの活動・理解状態，さらに学習

者の心理特性状態を確認し，学習支援目標，学習意

欲向上目標，グループ学習支援目標をセッション目

標として決定する．次に，学習支援戦略，学習意欲

向上戦略を選定する．そして，選定された学習支援

戦略に対応した学習支援展開 IntPを選び，学習支援

戦略と学習意欲向上戦略，学習者の学習履歴と心理

特性状態から協調指導・支援 IntPを選定する．さら

に，選定された２つのインタラクションパターンを

組み合わせて CLSPattern を作成し，CLSの役割を設

定する．このように CLSPattern を学習支援プランと

して作成し，この CLSPattern を１つのセッションと

して学習支援プロセスのなかで実行する． 

学習支援フェーズでは，セッションが展開される

が，CLSPattern の各ノードにおいて学習オブジェク

トを利用して学習支援行為や学習活動行為が実行さ

れ，学習状態が遷移する．CLS(B):atが実施する学習

支援行為に関しては，その時点で学習者の状況を診

断した上で実行するか否かを決定する．学習項目に

関する学習支援目標ターゲットが生じた際には，サ

ブセッションを作成してそのサブセッションを先に

実行する．また，CLSPattern が実行不可能な状態に

なれば，元のセッションに戻るか，再度，失敗した

状況を記録して，次のセッションを決定するプロセ

スを起動する． 

 

4. おわりに 

本稿では，CLS間の協調的な指導・支援の構造を

モデル化して，協調的学習支援フレームワークを提

案した．現在，このフレームワーク中のモデルや知

識・ルールは，データと教育経験に裏打ちされたも

ので妥当性は高くない．今後，これらの妥当性につ

いての評価方法を検討していくことが必要である． 

なお，本研究の一部は，科研費基盤研究(C) [課題

番号:25350286]の援助を頂いて実施している． 
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